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複雑性尿路感染症 に対す るSultamicillinの

臨床的検 討

山下 拓郎 ・松田 央一 ・江藤 耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

β-lactamase阻 害剤であるsulbactam(以 下SBT)とampicillin(以 下ABPC)を エステル結

合したいわゆるmutual prodrugで あ るsultamicillinを 久留米大学泌尿器科 入院患者及び外来患

者のうち,慢 性複雑 性尿路感染症の20例 に使用 した。疾患別内訳は,全 例慢性膀胱炎であった。投与

方法はsultamicillinを1回375mg,1日3回,計1125mgを 食後経 口投与 した。投薬期間は原則 と

して5日 間とした。

UTI薬 効評価基準 に合致 した19例 の臨床効果は,著 効4例,有 効10例,無 効5例 で,有 効率は74%

であった。細菌学的効 果では,投 与前 に分離 された23株 中17株(74%)が 除 菌 された。副作用 として

は,自 覚症状,及 ひ臨 床検査 値において異常 を認め なかった。

SBTは1977年 米国Pfizer社 中 央研 究 所 で 開 発 され た

Penicillanic acid sulfoneで,下 記 の 化 学構 造 式 を有 す

る(Fig. 1)。

SBTは それ 自身の 抗菌 力 は弱 く,単 独 で は抗 菌 剤 と し

ての有用性は少 ないが,β-lactamaseinhibitorと して の

効果を持 ち,各 種 の細 菌 が産 生 す るペ ニ シ リナー ゼ 型 β-

lactamaseを 強 く,セ フ ァ ロ ス ポ リナ ー ゼ 型 β-lacta-

maseを 中等度に,不 可逆 的 に不 活 化 す る。この特 性 よ り

本剤を種 々の β-lactam剤 と配 合 す る こ とに よ り,β-lac-

tamaseに よる失 活 を防 ぎ,配 合 され た 抗 生 剤 の 抗 菌 力

を増強す る事が で きる。

今回,SBTとABPCを エ ステ ル結 合 させ た,sultami-

cillinを慢性複 雑性 尿 路感 染 症 に 対 して 使 用 し,臨 床 的

効果と安全性 の検 討 を行 っ たの で,そ の 結 果 を報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of Sultamicillin tosilate

I.治 験 方 法

1.対 象症例

久留米大学病院泌尿器科 入院,及 び外来患者の うち尿

路に基礎疾患を有 し,慢 性複雑性尿路感染症 と診断 され

た20例を対象 とした。疾患の内訳は全例,慢 性膀 胱炎で

ある。カテーテル留置症例は9例 で、 すべて尿道留置症

例であった。

年齢は37才 か ら75オ で、ほ とんどか高 齢者で占め られ

てお り,性 別は,男 性11例,女 性9例 であった。

2.投 与方法

投与方法は,1回sultamicillin375mgを1日3回,

計1125mgを 食後経 口投与にて連続5日 間以上投与 し

た。

3.治 療効果判定

効果判定はUTI薬 効評価基準1)(第2版 及ひ補 遺)に

よるもの と共に,主 治医判定 も行 なった。

4.副 作用検索

副作用については,投 与前後の 自覚症状の問診 と共に,

投与前後に血液一般,血 液生化学的検索を行 った。

II.使 用 成 績

1.臨 床効果

Sultamicillin投 与20症 例の うち,UTI薬 効評価基準

に合致す る19症例の年齢,基 礎疾患,尿 所 昆 分離菌,

その他の詳細は,Table 1に示す通 りである。

臨床効 果判定は,Table 2に示す ように,19症 例中,著

効4例,有 効10例,無 効5例 とな り,有 効率 は74%で あ

った。

これ らをUTI群 別に分類す ると,Table3に 示す よう

に,単 独感 染群では,有 効率 は,1群57%,2群67%,

4群80%で 有効率を総合する と67%で あ った。

一方,混 合感染群では,有 効率 は5群100%6群100

%総 合100%で あった。

2.細 菌学白守効果

尿中分離菌の推移はTable4に 示す ごとくでr分 離 さ
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Table 2 Overall clinical efficacy of sultamicillin in complicated U. T. I.
0.375g x 3/day, 5 days treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of sultamicillin classified by type of infection

Criteria for Clinical Evaluation in Complicated U. T. I.

Table 4 Bacteriological response to sultamicillin in complicated U .T.I.

Persisted: regardless of bacterial count
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れた23株中17株が除菌 され(除 菌率74%)6株 か存 続 し

た。存続菌の内訳は,Enterobacter sp.1株 中1株,P

aeruginosa 3株 中2株Serratia sp.4株 中3株 であっ

た。

投与後分離菌 としては,Table5に 示す如 く,5株 が分

離された。

3.副 作 用

投与後の自覚 他覚的異常所 見は認め なか った。 血液

生化学的検索の結果は,Table6に 示す通 りで,症 例13に

おいてGOT,GPT値 が投薬前後において軽度の上昇 を

示しているが この症例は慢 性肝炎に罹患 してお り,本

剤の影響とは考えられなか った。

III。考 察

最近のpenicillin剤,cephem剤 の開発 と普及には 目

ざましいものがあるが 一方では,こ れ らの β-lactam

系抗生剤に耐性 を示す臨床分離菌株 が増 加 しているこ と

も臨床上重要な問題 となってきた2も

β-lactam系抗生剤に対する耐 性は,主 に菌の産生す

る β-lactamaseに よる加水分解であるこ とが知 られ て

いる3も その対策 として,β-lactamaseを 不可逆的に不

活化す る,い わゆる β-lactamase阻 害剤 として開発 さ

れたのがsulbactamで あ り,本 剤 自身の抗菌力は弱 く,

抗生剤 としての有用性は少 ないが,β-lactamseを 不可

逆的に不活化す るこ とか ら,既 知の抗生剤 との併用によ

る抗菌力,抗 菌 域増大の有 用性が示されている%

Sultamicillinは,こ のSBTと 広域 スペ ク トル半合

成penicillinで あ るampicillinと をエステル結合 した

Table 5 Strains appearing after sultamicillin

treatment in complicated U.T.I.

*: regardless of bacterial count

Table 6-1 Laboratory findings before and after administration of sultamicillin
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Table 6-2 Laboratory findings before and after administration of sultamicillin

mutualprodrugで ある。

我々はこのsultamicillinを 複雑性尿路感染症20例 に

使用 し,そ の うちUTI薬 効評価基準に合致す る19症 例

の総合臨床効果は,著 効4例,有 効10例,無 効5例 で

有効率は74%と いう比較的高い結果が得 られた。

細 菌学 的効 果では,分 離 された23株 中17株 が 除菌 さ

れ,除 菌率74%と,こ れ も高 い結果が得 られた。

分離菌の うち,β-lactamase高 度産生菌 はSerratia

sp.4株S. epidermidis 2株,E. coli3株Enterobac.

tersp.1株 の計10株 で この うち7株 が消失 し除菌率70

%で あったことは注 目に値する。

当教室 の松岡 らが 同 じくβ-lactamase阻 害剤であ

るclavulanicacidとamoxicillnの 合剤であるBRL

25000を 複雑 性尿路感染症12例 に使用 し,有効率41.7%,

除菌率64.3%と 報告 しているが5、この成績 と比較 して,

本剤は有効率 除菌率 ともによ り良好な成績 を示 した。

投与後の 自覚 他覚的異常所見は認めなか った。血液

生化学的検索については1例 において,GOT,GPT値

が投薬前後において軽度の上昇を示 しているが この症

例は慢性肝炎に罹患 してお り,本 剤の影響 とは考えられ

なかった。

以上の ことより,本 剤は,複 雑性 尿路感染症に対し,

満足のい く臨床効果が得 ら札 今後 さらに症例をかさね

ることにより,尿 路感染症に対する有用性が示されるも

のとお もわれる。
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CLINICAL STUDY OF SULUTAMICILLION ON

CHRONIC COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

TAKURO YAMASHITA, YOICHI MATUDA, KOSAKU ETOH

(Director: Kosaku ETOH)

Department of Urology, Kurume University, School of Medicine

A mutal prodrug of sulbactam/ampicillin was administrated by P.O. non fasting at a daily dose of 1125 mg
for 5 days to 20 patients of chronic complicated U.T.I.. Clinical results were excellent in 4, moderate in 10 and

poor in 5. Overall effectiveness rate was 74%. Seventeen strains out of 23 isolates (70%) were eradicated.
Neither subjective adverse reaction nor abnormal laboratory finding related to the drug was observed.


